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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成26年1月23日(2014.1.23)

【公開番号】特開2012-128147(P2012-128147A)
【公開日】平成24年7月5日(2012.7.5)
【年通号数】公開・登録公報2012-026
【出願番号】特願2010-279002(P2010-279002)
【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｇ   3/30     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/20     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/66     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０９Ｇ   3/30    　　　Ｋ
   Ｇ０９Ｇ   3/30    　　　Ｊ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１２Ｕ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２４Ｂ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６３１Ｋ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６３１Ｈ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４１Ｄ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４１Ｐ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４２Ａ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６７０Ｊ
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ａ
   Ｈ０４Ｎ   5/66    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成25年12月4日(2013.12.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　また、上記の目的を達成するための本発明の表示装置の駆動方法は、
　電流駆動型の発光部を有する表示素子が第１の方向と第２の方向とに２次元マトリクス
状に配列されて成り、映像信号に基づいて画像を表示する表示パネル、及び、
　入力信号の階調値を補正して映像信号として出力することによって、表示パネルが画像
を表示する際の表示素子の輝度を補正する輝度補正部、
を備えた表示装置を用いた表示装置の駆動方法において、
　輝度補正部の動作に基づいて、入力信号の階調値を補正して映像信号として出力するこ
とによって、表示パネルが画像を表示する際の表示素子の輝度を補正する輝度補正ステッ
プを有し、
　輝度補正ステップは、
　発光期間のデューティ比が或るデューティ比に設定された状態で表示素子が映像信号に
基づいて所定の単位時間の間動作したときの表示素子の輝度の経時変化と、発光期間のデ
ューティ比が所定の基準デューティ比に設定された状態で表示素子が所定の基準階調値の
映像信号に基づいて動作したと仮定したときの表示素子の輝度の経時変化とが等しくなる
基準動作時間の値を計算する基準動作時間値計算ステップ、
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　基準動作時間の値を表示素子毎に累積した累積基準動作時間値を保持する累積基準動作
時間値保持ステップ、
　累積基準動作時間値に基づいて、発光期間のデューティ比が所定の基準デューティ比に
設定された状態で表示素子が所定の基準階調値の映像信号に基づいて動作したときの、表
示素子の動作時間と表示素子の輝度の経時変化との関係を示す基準カーブを参照して表示
素子の輝度の経時変化を補償するための階調値の補正量を計算し、各表示素子に対応した
階調値の補正量を保持する階調補正量保持ステップ、及び、
　階調値の補正量に基づいて、各表示素子に対応した入力信号の階調値を補正して映像信
号として出力する映像信号生成ステップ、
を備えている。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４５】
　図示の都合上、図１４は、図１３及び図１０に対し、縦軸と横軸とを２倍に拡大してい
る。発光期間のデューティ比が値ＤＲMode1であるとき、階調値５００における第２の動
作時間換算係数は（ＥＴt1_500_Mode0／ＥＴt1_500_Mode1）、階調値４００における第２
の動作時間換算係数は（ＥＴt1_500_Mode0／ＥＴt1_400_Mode1）で与えられる。同様に、
階調値３００，２００，１００，５０における第２の動作時間換算係数は、（ＥＴt1_500

_Mode0／ＥＴt1_300_Mode1），（ＥＴt1_500_Mode0／ＥＴt1_200_Mode1），（ＥＴt1_500

_Mode0／ＥＴt2_100_Mode1），（ＥＴt1_500_Mode0／ＥＴt1_50_Mode1）で与えられる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２０３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２０３】
　図示の都合上、図２７は、図２６及び図１０に対し、縦軸と横軸とを２倍に拡大してい
る。表示パネル２０の温度条件が値ｔ２であるとき、階調値５０における第３の動作時間
換算係数は（ＥＴt1_500_Mode0／ＥＴt2_50_Mode0）、階調値１００における第３の動作
時間換算係数は（ＥＴt1_500_Mode0／ＥＴt2_100_Mode0）で与えられる。同様に、階調値
２００，３００，４００，５００における第３の動作時間換算係数は、（ＥＴt1_500_Mod

e0／ＥＴt2_200_Mode0），（ＥＴt1_500_Mode0／ＥＴt2_300_Mode0），（ＥＴt1_500_Mod

e0／ＥＴt2_400_Mode0），（ＥＴt1_500_Mode0／ＥＴt2_500_Mode0）で与えられる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２０９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２０９】
　図２９は、表示パネル２０の動作時の温度条件と温度加速係数との関係を説明するため
の模式的なグラフである。表示パネル２０の温度条件が４０°Ｃ（実施例１における所定
の温度条件）の動作時間換算係数のグラフを基準として、表示パネル２０の温度条件が５
０°Ｃのときには、温度加速係数は略１．４５であった。図２９には、温度条件が４０°
Ｃよりも低くなる場合を破線で示し、温度条件が５０°Ｃよりも高くなる場合を一点鎖線
で示した。
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